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鋼板コンクリート製格納容器（SCCV）の BWR 格納容器への適用性を評価することを目的に、耐震性能お
よび耐圧性能という観点から構造成立性評価に関わる検討を 9 年間にわたり実施してきた。本報では、こ
れまでの成果に基づき、SCCV の BWR 格納容器への適用性を評価した結果について報告する。 
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1. 緒言 

鋼板コンクリート構造格納容器（SCCV）として求められる要件を整理し，これまでの成果に基づいて，
要件ごとに評価を行い，SCCV の構造成立性を評価した。 
 
2. SCCV として求められる要件と構造成立性評価 
2-1. SCCV として求められる要件 

RCCV 等を対象とした日本機械学会「発電用原子炉設備規格 コンクリート製原子炉格納容器規格 JSME 
S NE1-2003」及び SC 構造性能に関する日本電気協会「鋼板コンクリート構造耐震設計技術規程 
JEAC4618-2009」の既往の基規準を参考に，①DBA 時（温度＋圧力），②DBA 時（温度＋圧力＋地震），③
SA 時（温度＋圧力），④耐震余裕（地震）ごとに，鋼板，コンクリート，鋼板＋コンクリート，SCCV 構
造に対する要件を整理した。 
 
2-2. 構造成立性評価 

2-1.において整理した要件ごとに、対応する試験・解析の成果[1],[2],[3],[4]に基づき（表参照），SCCV の構造
成立性を評価した。その結果，本プロジェクトで想定している SCCV は、以下に示す構造成立性の評価要
件を満たしており、SCCV が将来の格納容器用構造として適用可能であることが示された。 

 
① DBA 時荷重（温度＋圧力）に対して，短期応力

度設計が可能である。 
② DBA 時荷重（温度＋圧力＋地震）に対して、短

期許容応力度設計が可能である。 
③ SA 時荷重（温度＋圧力）に対して、本プロジェ

クトで前提とした SCCV 構造に基づき適切な構
造計画を行うことで，十分な裕度を持った格納
容器構造が設計可能である。 

④ 機能維持限界を超える地震荷重に対して，本プ
ロジェクトで前提とした SCCV 構造に基づき適
切な構造計画を行うことで，十分な裕度を持っ
た格納容器構造が設計可能である。 

 
3. 結論 

9 年間にわたり SCCV の BWR 格納容器への適用性評価に関する検討を進めてきた。SCCV の BWR 格納
容器への適用性を確認すると同時に，今後の詳細設計・建設フェーズにおいてクリアすべき技術的課題を
抽出した。また，SCCV の設計に必要な設計法・解析手法の検討を通じて，設計規格の骨子案についても
別途整備した。これにより，将来の SCCV 設計・建設フェーズに必要な土台を構築することができた。 
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表 SCCV に求められる要件と試験・解析との対応 
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鋼板 ○ ○
コンクリート ○ ○
鋼板＋コンクリート ○ ○ ○
鋼板コンクリート格納容器 ○
鋼板 ○ ○ ○ ○
コンクリート ○ ○
鋼板＋コンクリート ○ ○
鋼板コンクリート格納容器 ○
鋼板 ○ ○ ○ ○
コンクリート ○ ○ ○
鋼板＋コンクリート ○ ○ ○
鋼板コンクリート格納容器 ○

耐震余裕 鋼板コンクリート格納容器 ○
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